
広報広聴常任委員会会議録 
 

 

１ 日  時  令和元年１１月７日（木）  

１０時００分開会  １０時４０分閉会  

 

２ 会議場所  役場３階第１委員会室  

 

３ 出席議員  委員長：佐藤幸一 副委員長：深沼達生  

        委 員：川上 均、山下清美、中河つる子、中島里司  

        議 長：加来良明  

 

４ 事務局   係長：鴇田瑞恵  

 

５ 説明員   なし  

 

６ 議  件  

 

（１）議会だより第１５９号の発行について 

（２）議会だよりの見直しについて 

（３）その他 

 

７ 会議録    別紙のとおり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



広報広聴常任委員会 【開会 １０：００ 閉会 １０：４０】 令和元年１１月７日 

 

 

（１）議会だより第159号の発行について 
 

委員長（佐藤幸一）： 広報広聴常任委員会を開会する。議会だより第159号の発行について、最終校正とい

うことで皆さんに集まっていただいた。 

早速、議会だより第 159 号の発行について皆さんの意見をいただきながら進めていきたいと思う。

事務局より説明願う。 

鴇田係長：議会だより第159号、前回の委員会から変更になった部分を説明する。表紙について、一番上の

御影秋まつり子ども相撲の文章は、前回写真の中に入れていたが写真の外にした。次、２～３ペー

ジ、前回の委員会で見出しを変更したほうがいいという意見あり、前回、「にんにく肉まつりに町

から 200 万円」となっていたが、今回は、「にんにく肉まつりの開催に質疑集中」とした。リード

文の新設条例３件の付託という所に（※）を入れて「付託」という言葉の説明をリード文の最終行

に入れた。写真のキャプション下の字について、前回は文面が長かったので、「多くの人でにぎわ

った十勝清水にんにく肉まつり」と変更した。次に、４～５ページ、前回との変更点は、５ページ

に、決算の採決結果を入れた。「決算認定ってなあに？」の文字を小さくして、囲って説明書きと

した。観光協会補助金の質疑の中身について、前回は、「予算がそのまま横流しで使われている」

と表現されていたが、表現がよろしくないと思い、「予算はそのまま使われている」との表現に変

えた。次、６～７ページ。人事について、前回、選挙管理委員会委員の顔写真を載せないとの結論

になりそのとおりとした。文化センターの写真の下、「大規模改修後の文化センター大ホール」と

変更した。11 ページ、奥秋議員の一般質問と町長の答弁は前回よりも詳しく掲載している。次に、

12ページ、鈴木議員の一般質問の写真が入っていなかったが、清水幼稚園の給食の時間の写真を入

れた。14ページ、川上議員の一般質問について、芽室公園の写真を差し替えて、体育館前パークゴ

ルフ場の様子を入れた。19ページ、十勝町村議会議員研修会が足寄町で開催されたが、講師の写真

と研修の内容を掲載した。最終ページ、町民インタビューについて村上さん写真のバランスを少し

変えた。表紙の写真の説明文、個人名が書いているが、下の写真から探さないように、カッコ書き

の中に「表紙写真 左から１人目」などと入れた。下の写真は大きく伸ばした。主な変更点の説明

は以上のとおり。 

委員長：只今事務局より説明があった。議会だより第159号校正原稿を皆さんに読んでもらいたいので休憩

する。皆さんに読んでもらいたいので休憩する。 

 

【休憩 １０：０７】 

【再開 １０：１５】 

 

委員長：再開する。最終校正のため大きな変更は出来ないことになって紙面内容についてこれでよろしいか

皆さんにお諮りする。 

   （よいとの声あり） 

委員長：このように進めたいと思う。議会だより第159号の最終校正についてはこれで終わる。 

 

 

（２）議会だよりの見直しについて 

 

委員長： これからの議会だよりの見直しについて、広報の現状と課題を整理したい。どのような広報を目

指すのか皆さんの意見を聞きたい。始めに事務局より何か意見がかあればいただきたい。 

鴇田係長：前回の委員会で、文字の形や、現在６段組で構成しているが５段組みにしてはどうかの意見があ

った。その辺についてもう一度協議してもらいたい。２月発行の160号から改善できるものは改善

したいし、来年４月以降で予算のかかるものなどがあればその辺も詳しく協議していただきたい。 

中島委員：委員会で所管事務調査をして、いろいろ工夫して第159号がまとまった。町民がまだこの紙面に

馴染んでいないと思う。また次、何か変化させないとならないというのはちょっと早すぎると思

う。先ほど当初予算の関係もあるという話をされたが、予算を増やして何かをするという考えも



あるし、現状の予算の中で、その範囲内で収めていくのも知恵だと思う。まだこの紙面が馴染ん

でないうちから、あえて見直しする必要がないと思う。見直しが必要な時期はくると思うが、馴

染むまでは現状でいくべきと思う。 

委員長：中島委員から、紙面が馴染んでから見直しを進めていけばいいと意見があったが、これについて、

皆さんの意見はあるか。 

深沼委員：今、中島委員が話した内容に似ているが、今回で新しくなってから３回目。来年の２月で４回目。

その時点で、町民がどう思っているかは分からないことなので、広報に対してどういう部分が良

くて、どういう部分が見づらいのか、町民からアンケートをとって意見を聞いたほうがいい。 

委員長：深沼委員より、町民の皆さんの意見を聴いてみたらいいのではという意見があった。どのような方

向で進めたらよいか。 

川上委員：より読みやすい紙面ということであれば、今明朝体を使用しているが、見やすさでいうとゴジッ

クの方がよいと思う。そういう部分の見直しも含めて検討してはいかがか。 

委員長：読みやすい紙面のために、ゴシック体を入れてはという意見があった。ほかにないか。 

中河委員：議会モニターという制度ができて、何人かに委員になってもらった。深沼委員より、町民から意

見を聞いてはどうかと先ほど言われたが、モニターの方から意見を聞きながら進めてはいかがか。 

委員長：中河委員より、モニター制度ができたので、モニターから意見を聞きながら進めてはどうかという

意見をいただいた。 

皆さんから意見があったが、委員長、副委員長でまとめさせていただいてよいか。 

加来議長：前回の広報委員会の中で、速報版を出してはとの意見も出た。来年度以降、そういうことに取り

組むなら予算が必要なので 12 月中に出さなければいけない。速報版についてもどのように扱う

か協議してもらいたい。出すようになるのなら予算処置が必要になる。 

委員長：前回の委員会で、速報版を入れてはどうかという意見があった。それを含めて委員長・副委員長で

まとめていくようなことでよろしいか。 

川上委員：前回、速報版について提案させてもらった。今までは定例会の中身について全部をまとめる形で

載せた。速報版ということで、条例や報告や議案可決について、速報版で載せることができれば、

議会だよりには、その分を省略し、文字等も大きくし、６段を５段にすれば高齢者にも見やすい

紙面作りにつながるのかなと思う。そういう部分については今回視察研修で見てきた中で、参考

になったので検討してはどうか。 

委員長：速報版については、取り入れれば予算もかかるので、それについても協議してほしいということだ

が、それでよろしいか。 

中島委員：速報版を出すとか、６段を５段にするとか、字体をどうするとか、委員会で予算に間に合わせる

よう短時間でまとめることができるかどうか。工夫、・変化をさせることが悪いという意味では

ないが、今の体制で責任を持って取り組めるのかどうか。私はもう少し様子を見て、委員として

個々で勉強して具体的に知る必要があるのではないかと感じている。出すことに反対はしていな

いが内容を精査したうえで表に出すべきだろうと思う。ただ出したいというだけではだめだと思

う。 

委員長：そのことを含めて委員長、副委員長で検討する。ほかに何かあるか。 

川上委員：読み手のことを考えたときに、６段を５段にするとか、字のポイントを上げるということは、技

術的なことだと思う。少しでも読みやすい、読んでもらえるようなものを作っていったほうが町

民の皆さんにとってもよりベターなのかと思い、提案をさせてもらった。 

山下委員：今回視察研修へ行った中で、２町ともかなり参考になる部分があった。川上委員が言われた速報

版もその一つの方法かと思う。もしそれをするとなれば、これから計画的に紙面を考え、分担等

も決めなくてはならない。そういった部分が明確にならない中では、早急な方向性は難しいのか

と思う。うちの委員会では皆で分担しながら広報を作っており、現実的に事務局に負担をかけて

いるという部分も多々あるので、そういった部分を考えたときに一考を要するかなという気がす

る。方向性としてはいいのかなと思っている。 

委員長：皆さんからいろいろな意見をいただいた。委員長・副委員長でそれをつめて、皆さんにお諮りをし

たいと思うのでご協力をお願いする。 

 

 



（３）その他 

 

委員長：次回の開催日はいつにしたらよいか。11月下旬か、それとも12月定例会中でもよいのか。 

中島委員：事務局からある程度示されているので、確認をするということでいかがか。 

鴇田係長：予算に関係する案件があれば、11月下旬までには決定する必要はある。予算に関係ないとすれば、

12月定例会中でもよろしいかと思う。 

委員長：速報版をやるとなれば予算も関係すると思うので、11月下旬に開催する必要があると思うが、何か

意見はあるか。 

加来議長：その方向性をこれから協議していくということなので、今の時点では判断できないことだと思う。

ただ、来年度からすぐに出さなくてもいいので、紙面の内容を協議していきましょうという方向

で委員長・副委員長に預けられたと思う。このことから 11 月までに協議する必要はなく予定ど

おりの12月定例会中でいいかと思うが。 

委員長：議長から、12月定例会中でいいのではという参考意見をいただいた。皆さんの意見はどうか。 

 （なしの声あり） 

委員長：よろしいか。 

（よろしいですの声あり） 

委員長：次回は、12月定例会中に開催する。 

他に皆さんから何かあるか。 

（なしの声あり） 

委員長：これで広報広聴常任委員会は終了する。ありがとうございました。 

 

 

 


